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研究成果の概要（和文）：ハマダラカの唾液タンパクAAPPを大腸菌で発現・精製し、これをELISA抗原として、スンバ
島での住民の血清2617検体の抗AAPP抗体価を調べた結果、雨季の蚊の発生が多い時期には、抗AAPP抗体価は乾季のそれ
と比較して優位に上昇していた。特に、熱帯熱マラリアに感染している住民血清にはその上昇が顕著であった。三日熱
マラリア感染者間では低い上昇であった。これは、三日熱マラリアに特有のヒプノゾイトによる再燃感染が原因である
と推察している。以上の結果から、抗AAPP抗体価を追跡調査する事によりハマダラカに対する暴露、さらにはマラリア
感染アウトブレイクを予想することが可能となると期待される。

研究成果の概要（英文）：The IgG Ab level to AAPP was evaluated before, during and after the rainy season 
in cohorts of residents in Sumba. IgG responses to malaria antigens were also examined. A total of 2,617 
samples of the sera were analyzed for the Ab levels in comparison with malaria incidence. In the 
residents during the rainy season, IgG response against AAPP was significantly increased, and this 
response was significantly higher in the cohort of individuals infected with P. falciparum than those of 
parasite-free population. Throughout the seasons, IgG levels toward anti-malaria antigens from P. 
falciparum were significantly increased in the cohort of individuals infected with P. falciparum, but 
those against P. vivax antigens were relatively weak. Our result demonstrates that anti-AAPP IgG response 
reflects P. falciparum infection during rainy season in response to higher mosquito exposure; hence this 
biomarker can be a powerful tool for the evaluation of exposure to malaria vector mosquitoes.

研究分野： 寄生虫学

キーワード： マラリア　ハマダラカ　唾液タンパク質　インドネシア
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１．研究開始当初の背景 
マラリアコントロールの手段として、殺虫剤
含有の蚊帳（ITNs）や蚊取り線香(SR)等々が
使用され、介入試験によりその効果を評価し
ている。効果の評価はマラリア感染率低下と
吸血頻度減少で評価されるが、前者はマラリ
ア伝播率が低い地域ではほとんど差はでな
い。後者は、ITNs や SR を家々で適切に使用
していることを前提としており不確かな要
素がある。さらに、蚊の捕獲の必要があり、
多くのデータを収集することは難しい。この
ため、介入試験の有効性を正確に評価する新
たな「マラリア感染危険度」のクライテリア
の設定が望まれている。 
 
２．研究の目的 
インドネシア政府は、2012 年 10 月-2013 年
3 月の間、蚊忌避剤が含有した蚊取り線香
(SR)のマラリア感染率低下効果を調べるた
めに、三日熱マラリア感染地域であるスンバ
島で大規模フィールド介入試験を実施する。
本研究は、この介入試験統括者である
Syafruddin 博士と共同で、我々が独自に発見
したハマダラカ唾液タンパク AAPP を用い
て介入試験期間とその直後 3年間の試験地域
住民（SR 群 vs Placebo 群）の AAPP 抗体価
の変動を調べ、マラリア感染率との相関関係
を解明することを目的とする。AAPP 抗体価
を「マラリア感染危険度」という新しいクラ
イテリアとして定義し、数理予測モデルに導
入することにより介入試験のシュミレーシ
ョンにつながる。研究成果のアウトプットは、
現地研究者との追跡調査によりマラリア疫
学調査の新システムを開発する。世界のマラ
リアベクターコントロールの推進およびマ
ラリアアウトブレイクを未然に防ぐ非常に
重要で意義深い研究となる。 
 
３．研究の方法 
我々は、ハマダラカの唾液よりコラーゲン刺
激性の血小板凝集を強力に抑制するタンパ
ク分子 AAPP を発見した。ハマダラカが吸血
する際、口吻により傷つけた血管に作用し、
血小板凝集止血反応を阻害し、速やかに吸血
を終えるための必須分子であると我々は考
えている。この AAPP に対する抗体価をマラ
リア感染地域であるインドネシア スンバ
島住民の血清を用いて測定する。 
 
４．研究成果 
スンバ島に調査に赴き、血清および蚊の採取
を行った。マラリア媒介蚊であるハマダラカ
の唾液タンパク AAPP を大腸菌で発現・精製
し、これを ELISA 抗原として、スンバ島での
住民の血清 2617 検体の抗 AAPP 抗体価を調べ
た。その結果、雨季の蚊の発生が多い時期に
は、抗 AAPP 抗体価は乾季のそれと比較して
優位に上昇していた。特に、熱帯熱マラリア
に感染している住民血清にはその上昇が顕
著であった。興味深いことに、三日熱マラリ

ア感染者間では低い上昇であった。これは、
三日熱マラリアに特有のヒプノゾイトによ
る再燃感染が原因であると推察している。以
上の結果から、抗 AAPP 抗体価を追跡調査す
る事によりハマダラカに対する暴露、さらに
はマラリア感染アウトブレイクを予想する
ことが可能となると期待される。 
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